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 入浴中の体調異常による高齢者の溺死事

故が全国で多発しています。そこで入浴中

の呼吸や鼓動に伴う体の微小な動きを捉え

る高感度な空圧センサによって体調異常を

検知し、報知機や自動排水弁を作動させる

システムを開発しました。 

・本研究成果は北海道新聞、日本経済新聞など各社新聞に掲載さ
れたほか、テレビ東京の番組（ワールドビジネスサテライト）で
紹介されました。 
・H27年度中の実用化に向けて浴槽メーカと追加実験を進めてい
ます。 

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構  

 入浴による急激な温度・水圧の変化 
に伴う意識障害や体調異常による溺死事故
は年間1万7千件と推計されています。 

自動排水栓 報知器 

③安全確保装置の起動 

①信号処理技術 呼吸や鼓動の自動判別に 
向けた波形への整形 
（フィルタ、積分処理など） 

同居者への速やかな通報と、
排水による安全の確保 

②整形した波形による 
呼吸の有無の自動判別の例 

呼吸や鼓動の停止を確認 

空圧センサユニット 

コントローラ 

温度差 

水圧 


